
第 6 学年 算数科学習指導案 
                     日 時  平成２２年１１月１７日（水） 

                     児 童  男子５名 女子７名 計１２名 

指導者  佐々木 妙子 

１ 単元名 「立体のかさの表し方を考えよう」（東京書籍下Ｐ２０～３１） 

  

２ 単元について 

（１）  教材について 

    本単元の目標は「体積の概念や測定及びその単位について理解し、直方体や立方体

の体積を求めることができる。」ことである。 

    これまでの量と測定の学習としては、第３学年の「水のかさのはかり方と表し方」

で液量をリットルやデシリットル、ミリリットルなどの単位の大きさをもとにしては

かることを通して、かさの概念や、かさの相互関係を学習してきている。また、第４

学年の「面積のはかり方と表し方」では、面積の概念や求め方、面積の単位の相互関

係などを学習し、さらに第５学年では、平行四辺形や三角形、台形などの面積の求め

方、立体図形の基本的な形としての直方体、立方体の概念や性質などについても学習

してきている。そして、「直方体と立方体」では、角柱と円柱の概念や特徴について

学習した。本単元では、これまでの量と測定の学習同様、単位とする大きさを選び、

それをもとにして直方体や立方体のかさを求めることから体積の概念を理解させ、体

積を測定する能力を伸ばすことをねらいとしている。 

    本単元は、①体積の概念②直方体や立方体の体積を求める公式③複合図形の体積の

求め方④いろいろな体積の単位⑤およその体積の求め方の順序で学習を進めていく。

この学習では、単に求積公式を覚えさせ、それを使って機械的に体積を求める学習に

終わることのないよう留意したい。そのためにも、面積の学習と関連づけながら、児

童には公式を導き出す過程をじっくり考えさせたい。また、いろいろな体積の単位や

その単位の相互関係の理解においても、実際に立方体の積み木で直方体や立方体を作

る、１ｍのものさしやテープで１立方メートルの立方体を作る、１ℓのますを１立方

センチメートルの立方体で埋める、などの算数的活動を重視し、実感の伴った学習を

展開したい。 

 

（２）  児童について 

本学級の児童は、素直で何事にも興味を持ち、意欲的に取り組むことができる。算 

   数の学習においても既習事項をもとに、自力で課題を解決しようと努力している。 

しかし、問題解決に時間がかかったり、自分の考えた過程を表現したりすることが苦

手な児童もおり、個人差がある。 

本単元の指導にあたって、レディネステストを実施した結果は以下の通りである。  

既習・未習 レディネステストの内容 達成度（％） 

１ 既習 やかんに入っている水のかさをはかったら、１㎗のま

すで 16ぱいありました。やかんに入っていた水のかさは、

何ℓ何㎗ですか。 

９２％ 

２ 既習 下の図（縦３㎝、横４㎝の長方形）のような長方形の

面積を求めます。□にあてはまる数やことばを書きまし

ょう。 

（１）面積は、１辺が□㎝の□が何個並ぶかで表します。 

 

（２） この長方形には、１㎠の正方形が、縦に□個、横

に□個並びます。 

 

（３）１㎠の正方形が、ぜんぶで□個並ぶので、この長

方形の面積は□㎠です。 

 

 

 

(１) ７５％ 

８３％ 

(２) ９２％ 

９２％ 

(３) ９２％ 

100％ 



３ 既習 次の長方形や正方形の面積を求めましょう。 

（１）縦が８㎝、横が 12 ㎝の長方形 

 

（２）１辺が５㎝の正方形 

 

(１)式 100％ 

  答え９２％ 

(２)式 ９２％ 

  答え８３％ 

４ 既習 次の図形の面積を求めましょう。 

（１）         （２） 

 

 

 

 

 

(１)７５％ 

 

(２)６７％ 

５ 未習 下の図（縦４㎝、横３㎝、高さ２㎝の直方体）の直方体

は、１辺が１㎝の立方体の積み木を使って作ったもので

す。使った積み木は何個ですか。 

式  ９２％ 

答え ６７％ 

 

（３） 指導にあたって 

    本単元は、「もののかさの表し方」、「いろいろな体積の単位」の２小単元からなる。 

    第１小単元では、体積の概念、体積を表す単位、直方体と立方体の体積を求める公

式、複合図形の体積の求め方などについて学習する。学習の進め方や考え方は、第４

学年の面積の学習と同様であるので、面積での学習を想起させながら進めていきたい。

面積の学習では１㎠の正方形の大きさを単位としたように、立体の体積を求めるには

１㎝３の立方体の大きさを単位にすることが適切であるということを見いだせるよ

う、１㎝３の立方体で操作活動をさせ単位体積の立方体を意識させ、理解を深めたい。 

    さらに、複合図形の体積は、既習の複合図形の面積の求め方を想起させることで、

立体を分割したり補ったりして立方体や直方体に帰着させて体積を求めさせていく。

ここでは、一つの方法に終止せずに、いろいろな求め方にふれさせ、それぞれの考え

のよさから、複合図形の形に応じて考えを選択して活用できるようにしていきたい。 

    第２小単元では、いろいろな体積の単位とおよその体積の求め方について学習する。

大きな単位である立方メートルは量感がつかみにくいので、具体物を準備し大きさを

視覚的、体験的にとらえさせたい。 

 

（４）  関連と発展 

 

 

      第３学年            第５学年           中学校 

④水のかさのはかり方と表し方  ⑨直方体と立方体  空間図形 

 

                     

⑮箱の形 

          

                      第 6 学年         

⑨立体を調べよう（角柱と円柱） 

      第４学年 

⑬面積のはかり方と表し方  ⑩体積のはかり方と表し方 

 

                    

 

 

 

 

 



３ 単元の目標と指導計画（１１時間） 

単
元
名 

体積のはかり方と表し方 

「立体のかさの表し方を考えよう」 

目

標

と

評

価

規

準 

○体積の概念や測定及びその単位について理解し、直方体や立方体の体積を求めることができる。 

【関】身の回りにあるものの体積に関心をもち、それらの体積を求めようとする。 

【数】体積についても長さや面積などの場合と同じように、単位の大きさを決めてそのいくつ分として数

値化して考える。 

【表】公式を用いて直方体、立方体の体積や容積を求めることができる。 

【知】体積の単位や直方体、立方体の体積を求める公式を理解する。 

時 目標 評価規準と評

価方法 

具体の評価規準  

十分満足できる

（Ａ） 

おおむね満足で

きる（Ｂ） 

指導を要する児

童への手だて

（Ｃ） 

本時 の活用

の視点 

も

の

の

か

さ

の

表

し

方 

 

１

・

２ 

「体積」の意味

について理解

する。 

体積を表す単

位「立方センチ

メートル（㎝
３）」を理解す

る。 

考）面積と同じ

ように単位の

大きさを決め、

数値化して体

積の比べ方を

考えている。 

（観察・発言） 

知）体積の意味

や単位「立方セ

ンチメートル

（㎝３）」を理解

している。（ノ

ート） 

・体積は、１辺

が１㎝の立方体

が何個分あるか

で表すことを説

明できる。 

 

 

・体積は、１辺

が１㎝の立方体

が何個分あるか

で表すことがわ

かる。 

・１辺が１㎝の

立方体の積み木

を数えたことを

手がかりにしな

がら考えさせ

る。 

既習 の面積

の考 え方か

ら単 位の大

きさを決め、

体積 の比べ

方を考える。 

３

・

４ 

直方体、立方体

の体積を求め

る公式を理解

する。 

考）体積の公式

の意味につい

て説明できる。

（発言・ノー

ト） 

表）公式を使っ

て、直方体、立

方体の体積を

求めることが

できる。（ノー

ト） 

・１㎝３の立方体

が何個分ある

か、縦、横にそ

れぞれ何個分

で、何段になる

か計算で表す手

順を正確に説明

し、公式に表す

ことができる。 

・公式を使って、

直方体、立方体

の体積を速く正

確に求めること

ができる。（目安 

１分間に５問程

度） 

・１㎝３の立方体

が何個分ある

か、縦、横にそ

れぞれ何個分

で、何段になる

か計算で表す手

順を説明でき

る。 

・公式を使って、

直方体、立方体

の体積を正確に

求めることがで

きる。（目安 1 分

間に３問程度） 

 

 

・１㎝３の立方体

の数を手際よく

数えるには、１

段分の数をもと

に、それが何段

分あるかで求め

られることを理

解させる。 

・縦、横、高さ

（または１辺）

をそれぞれ確認

し、公式を使え

ばどんな形でも

体積を求められ

ることを理解さ

せる。 

身近 な問題

で考える。 

５
（
本
時
） 

複合図形の体

積の求め方を

理解する。 

考）複合図形の

体積を、分割し

たり補ったり

して手際よく

求められるよ

うに工夫して

考えている。

（ノート） 

知）複合図形の

体積の求め方

を理解してい

る。（ノート） 

 

・既習事項をも 

とに、複合図形 

の体積を２つの 

直方体に分割し 

て求めたり、直 

方体を補って求 

めたりすること 

ができる。 

 

・既習事項をも

とに、複合図形

の体積を求める

ことができる。 

・面積の複合図

形の考えをもと

に、既習事項を

想起し、分割し

て複合図形の体

積を求めるよう

助言する。 

既習 の複合

図形 の面積

の求 め方を

もとに、複合

図形 の体積

を求める。 

 

直方体、立方

体の 体積の

公式を使う。 



６ 直方体の高さ

と体積の関係

を理解する。 

知）直方体の高

さを２倍、３

倍、・・・にす

ると、体積も２

倍、３倍、・・・

になることを

理解している。

（ノート） 

・高さと体積の

関係を理解し、

表に表して説明

することができ

る。また、その

関係を式に表す

ことができる。 

・高さと体積の

関係を理解し、

表に表して言う

ことができる。 

・表を横に見て

考えるよう助言

し、何倍になっ

ているか考えさ

せる。 

表の 見方と

関係 性をと

らえる。 

い

ろ

い

ろ

な

体

積

の

単

位

１ 

体積を表す単

位「立方メート

ル（㎥）」を理

解する。 

１㎥＝

1000000㎝３の

関係を理解す

る。 

考）既習の単位

関係の理解を

もとにして、新

しい単位関係

について考え

ている。（観

察・発言） 

知 ） １ ㎥ ＝

1000000㎝３の

関係を理解し

ている。（ノー

ト） 

・面積などの既

習内容から、１

辺が１ｍの立方

体を単位として

考えればよいこ

とに気付き、説

明することがで

きる。 

・体積を㎝３と㎥

で表し、１㎥＝

1000000 ㎝３の

関係を理解し、

説明することが

できる。 

・面積などの既

習内容から、１

辺が１ｍの立方

体を単位として

考えればよいこ

とがわかる。 

・体積を㎝３と㎥

で表し、１㎥＝

1000000 ㎝３の

関係を理解する

ことができる。 

・辺の長さを㎝

になおして体積

を求めると数が

大きくなること

から、1 辺が 1

ｍの立方体を単

位として考えれ

ばよいことを理

解させる。 

・単位に気を付

けて計算させ、

関係を確かめ

る。 

面積 の単位

から 体積の

単位 を想起

させる。 

２ 体積は、辺の長

さが小数の場

合も公式が適

用できること

を理解する。 

１ℓ＝1000 ㎝３

の関係を理解

する。 

表）辺の長さが

小数でも、公式

を適用して体

積を求めるこ

とができる。

（ノート） 

知）１ℓ＝1000

㎝３の関係を理

解している。

（発言・ノー

ト） 

・センチメート

ル単位とメート

ル単位のそれぞ

れで体積を求め

て比較し、等し

くなることから

公式が適用でき

ることを理解

し、説明するこ

とができる。 

・センチメート

ル単位とメート

ル単位のそれぞ

れで体積を求め

て比較し、等し

くなることから

公式が適用でき

ることを理解す

ることができ

る。 

・１㎥＝

1000000 ㎝３で

あることから、

単位換算をして

㎝３単位を㎥単

位にすればよい

ことを助言す

る。 

小数のかけ

算を正確に

する。 

 

１㎥＝

1000000 ㎝３ 

をもとにし

て考える。 

 

身近な問題

で考える。 

３ 具体物を概形

でとらえて、お

よその体積の

求め方を理解

する。 

学習内容の理

解を深め、算数

への興味を広

げる。 

表）具体物を概

形でとらえて

直方体や立方

体とみること

によって、およ

その体積を求

めることがで

きる。（ノート） 

関）複雑な形の

ものの体積を

工夫してはか

ろうとしてい

る。（観察・発

言） 

 

・具体物を概形

でとらえて直方

体や立方体とみ

て、およその体

積を求め、考え

をまとめて説明

することができ

る。 

 

・具体物を概形

でとらえて直方

体や立方体とみ

て、およその体

積を求めること

ができる。 

・このままの形

で考えるのでは

なく、既習のど

んな形にいちば

ん似ているかを

考えさせる。 

およその面

積の求め方

を想起させ

る。 

 

概数の答え

方に気をつ

ける。 

 

身近な題材

で考える。 

ま

と

め

１

・

２ 

学習内容を確

実に身につけ

る。 

表）学習内容を

正しく用いて、

問題を解決す

ることができ

る。（ノート） 

・学習内容を正

しく用いて、速

く正確に問題を

解決できる。 

・学習内容を正

しく用いて、正

確に問題を解決

できる。 

・これまでに学

習したことを想

起し問題を解け

るよう支援す

る。 

 

 

 

 

 



４ 本時の指導 

（１） ねらい 

   複合図形の体積の求め方を理解する。 

 

（２） 研究とのかかわり 

    手立て１ 言葉や数、式、図などを用いて自分の考えをまとめる場（書き方指導） 

         と考えを伝える場（話し方指導）の設定と指導 

         ・図、言葉、式などを用いて自分の考えをまとめる。 

               ・自分の考えを相手にわかるように話したり、相手の考えを理解しな 

                がら聞いたりする。     

          

（３） 展開 

過程 
学習内容 ・予想される主な反応 

○指導事項 

○主な支援 ・留意点 ◎評価規準 

つ
か
む 

 

３
分 

１ 既習事項の確認をする。 

 

 

 

２ 本時の学習課題を立てる。 

 

下のような立体の体積の 

求め方を考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・直方体と立方体の体積の求め方を確認

する。 

 

 

・本時の問題を提示し、前日までとの違

いを話し合う。 

 

・子どもたちの言葉をもとに課題を設定

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

し

ら

べ

る 

 

16

分 

３ 課題解決の見通しを立てる。 

 

 ○解決の方法を見通す。 

  ・２つの直方体に分けて求める。 

   （縦に切る。横に切る。） 

  ・大きな直方体と見て、実際にはな

い小さな直方体を引く。 

   

   

 

 

 

 

○答えを見通す。 

  ・320 ㎝３より大きくなる。 

  ・480 ㎝３より小さくなる。 

 

 

 

・どのようにして２つの直方体に分ける

のかまで確認し、いろいろな方法があ

ることに気付かせる。 

・自分はどの分け方で考えるのかはっき

りさせてから始めるようにする。 

○複合図形の面積を求めたことを思い出

させる。（掲示等で想起できるようにし

ておく。） 

 

 

 

・１つの直方体として見て考えるように

させる。 

 



 

４ 自力解決する。 

 

 ○複合図形の体積を求める。 

 ○ア図形を横に切って２つの直方体に 

分けてから求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ８×４×２＋８×１０×４＝３８４ 

答え ３８４㎤ 

 

  

 ○イ図形を縦に切って２つの直方体に 

分けてから求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８×４×６＋８×６×４＝３８４ 

答え ３８４㎤ 

 

 

 ○ウ大きな直方体であると見て、そこ 

から実際にはない部分をひいて求 

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ８×１０×６−８×６×２＝３８４ 

答え ３８４㎤ 

 

 

 

○プリントの図に実際にかきこんで考え

させる。 

・説明するときの資料になるので、他の

人が見てもわかるようにかかせる。 

・１つの方法だけでなく、多様な方法で

求めさせる。 

 

○考えが思いつかない児童には、教科書

のまみさんの考えをもとにするよう助

言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎具体の評価規準 

Ａ：既習事項をもとに、複合図形の 

  体積を２つの直方体に分割して

求めたり、直方体を補って求めた

りすることができる。 

Ｂ：既習事項をもとに、複合図形の体

積を求めることができる。 

Ｃ：面積の複合図形の考えをもとに、

既習事項を想起し、分割して複合

図形の体積を求めるよう助言す

る。 

  

 



 
 図のような立体の体積
の求め方を考えよう。 

 
 そのままでは公式を使えない立
体の体積を求めるには、２つの立体
に分けたり、大きな立体から一部を
ひいたりして、公式を使えるように
すれば求められる。 

た

し

か

め

る  

 

20 

分 

５ 考えを発表し、検討する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ まとめる。 

 

 そのままでは公式を使えない立体の

体積を求めるには、２つの立体に分け

たり、大きな立体から一部をひいたり

して、公式を使えるようにすれば求め

られる。 
 

・初めに、ペアで考えを伝え合い、自分

の考えをより確かなものにしてから全

体での検討に入らせたい。 

・リレー発言等で、不完全な考えをみん

なで完全なものにしていきたい。 

・それぞれの考え方のよさ、共通点を話

し合う。 

・直方体に分けたり、あるものとしてひ

いたりすると公式が使えることをおさ

える。 

・考えを序列化するのではなく、どの方

法もよい考えだと認める交流をする。 

 

・直方体のみでなく、立方体に分けられ

ることもあることをおさえる。 

ひ
ろ
げ
る
３
分 

７ わかったことを活用して問題を解

く。 

○いろいろな複合図形を提示し、ど  

の方法が適しているか考えさせる。 

 （全体：フラッシュカード） 

 

 

・図形の見方、よりよい解決法の選択に

慣れさせる。 

 

ま
と
め
る 

５
分 

８ 本時を振り返る。 

 ○本時の学習でわかったことや友達の

よかったところを発表する。 

 

 

・既習事項を使えばいろいろな問題が解

けることを確認する。 

 

５ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

○ア              ○イ              ○ウ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

まとめ 

 上下に分けて合わせる 
８×４×２＋８×10×４＝384 

①    ② 

     答え 384 ㎤ 
 

左右に分けて合わせる 
8×4×６＋8×6×４＝384 

①    ② 

     答え 384 ㎤ 

形をおぎなって引く 
8×10×6＋8×6×2＝384 

 ○大    ○小  

     答え 384 ㎤ 


